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54．コンスル・コーチゾールキット（第一RI）の

　　使用経験
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　第一ラジオアイソトープ社のコンスルコーチゾ

ールキットにつき，基礎的ならびに臨床的に検討

した．本法は，チューブに抗体を固相化したRIA

で，10倍希釈した血清試料20μ1で十分であり，

37℃60分の反応後，吸引水洗でBF分離が可能

な簡便法である．標準曲線は2．5～60μ1／d1の間に

良好な用量反応性を示し，日内変動は4．5～7．5％，

日差変動は5．3～13．1％（CV）と良好であった．添

加標準物質の回収，高値血清の希釈試験も良好な

成績を示した．14種類の類似物質にっいて交叉反

応性を検討したが，prednisolone　4L4％，11－

deoxy－cortisol　6．28％，他は低値を示した．コー

チゾールPEGキット（第一）との相関は，50検体

においてr＝0．969，y＝0．70x＋2．73と良好であっ

たが，高値域で本法は低い傾向を示した．正常人

10例のam　9：00は9．2土2．4，　pm　5：00は7．0士

1．9μ9／d～であり，クッシング症候群，アジソン病，

ACTH単独欠損を含む下垂体前葉機能不全症など

で有用な情報を提供した．ステロイド投与中の例

では，hydrocortisone以外では低値を示した．各

種疾患時における日内変動，insulin，低血糖，

LVP，　ACTH，　dexamethasone負荷後の変動も臨

床所見をよく反映した．

　以上，本キットは操作の簡便性，抽出を要しな

い，微量試料で可能などの利点とともに測定も安

定し，臨床応用上も有用性が高いと考えられた．

55．各社キット間における血清　Ferritin値の比較

　　および臨床的検討
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　目的　血清Ferritin（以下S－Fとする）の有用

性が血液疾患，肝疾患，悪性腫瘍などの診断，治

療面で認められつつある．今回われわれはR社，

H社，D社，　M社の4社のキットを用いて，比

較検討および一一部の臨床検討を行なった．

　成績①4社のキットのStandard　curve，再現

性，回収率，直線性の成績は特に大差はみられな

かったが，H社のキットについては高値hook

effectがみられた．②D社キットとH社キットを

用いて，各社の標準液の測定を行なった．D社キ

ットではR社標準液はかなり低値，H社標準液

は約1／2，M社標準液は表示値に近い値を示し，

H社キットでは，R社標準液はかなり低値，　D社

標準液は表示値に近い値を示した．③各社間のS－

F値はH社は他社の測定値に比べ2～3倍高値を

示した．④正常人については，はっきりした男女

差があったが，おのおののSDがかなり大であっ

た．他の報告値より低値を示したが，比較的高値

のSampleが少なかったことによる．⑤鉄欠貧の

治療前で低値治療中，後において，正常化し貯蔵

鉄増加の指標となった．再生不良性貧血，肝障害，

肝癌，前白血病，白血病などで高値を示した．高

値を示すところでキット間の測定値の解離が著明

であった．

　結語　4社ともに手技の容易さや，基礎検討の

結果では大差はないが，H社のS－F値が他社の

2～3倍を示すこと，高値hook　effectがあること

が問題点である．また，鉄欠貧の治療面での応用

や悪性腫瘍の診断面についての検討は，次の機会

に報告したいと思う．
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